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ピックアップ Pickup
E v e n t ＆ N E W S

※測定回数とは、70デシベル以上の騒音が5秒以上継続し
た数

※市では自動記録騒音計を市内６か所に設置し、24時間態
勢で航空機騒音を測定

※苦情は、市で受けた件数
※29年5月、昨年5月・9月には、着陸訓練を硫黄島で実施
※29年9月には、着陸訓練を厚木基地で5年ぶりに実施
※年末年始期間（昨年度：12月29日～1月7日、今年度：

12月29日～1月3日）には飛行活動停止を要請

○音の目安：
　110デシベル 自動車の警笛　　

90デシベル パチンコ店内　　
70デシベル 主要幹線道路周辺（昼間）

　厚木基地を離着陸する航空機の激しい騒音は、主に
横須賀港を事実上の母港とする米海軍の空母「ロナル
ド・レーガン」の艦載機によるものでした。艦載機は、
在日米軍再編に伴い、昨年3月30日に岩国基地へ移駐し
ました。艦載機移駐前の昨年度と、移駐後の今年度の騒
音測定状況について、今年1月10日までの騒音測定結果
（滑走路南端から南1.8kmに設置した上土棚北の騒音計
での計測状況）を用いて比較した結果は次のとおりです。

▼騒音測定状況
　艦載機移駐による騒音の変化については、空母入港期
間中である4・5月の合計測定回数を見ると、移駐前（昨
年度）では3211回、移駐後（今年度）では2130回でした。

▼100デシベル以上の騒音測定回数
　艦載機を含むジェット戦闘機などと想定される、100
デシベル以上の騒音測定回数を、同様に各年の4・5月の
合計でみると、移駐前では208回、移駐後は31回でした。

　移駐後の騒音測定回数は減少傾向にあ
りますが、移駐後も引き続き、米海軍のヘ
リコプター部隊と海上自衛隊の航空基地
として厚木基地が使用されています。米
軍から、今後も厚木基地は重要な施設であ
ると認識されていることから、市では引き
続き運用を注視し、騒音測定状況を検証し
ていきます。
　騒音問題を解消するため、市では、対策
の徹底を国に求めています。直接国など
に意見や苦情を訴える場合、次の機関に連
絡してください。

▼日米安全保障条約や米軍基地について ▽ 外務省北米
局日米地位協定室☎03・3580・3311（代）

▼騒音全般 ▽ 防衛省☎03・5366・3111（代） ▽南関東防
衛局報道室☎045・211・7129（夜間・休日は☎045・211・
7386） ▽座間防衛事務所☎046・261・4332 ▽海上自衛隊
厚木航空基地☎78・8611（代） ▽米海軍厚木航空施設渉

外部☎78・2664
　市ホームページに航空機騒音苦情受付フォームを掲
載しています。市役所、各地区センター、寺尾いずみ
会館、南部ふれあい会館にある苦情受付用紙や電話で
も受け付けます。

空母艦載機移駐後の騒音測定状況

　 　 　 イ ベ ン ト ＆ ニ ュ ー ス
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タイムスリップ
　県立綾瀬西高校の建設に先立ち
実施した宮久保遺跡の発掘調査で、
木
もっ

簡
かん

と呼ばれる木製の荷札が発見
されました。木簡は長さ25㎝、幅2㎝、厚さ8㎜で、両面
に墨で30文字が書かれています。天平5年（733年）9
月の銘のほか、｢田

でん

令
れい

｣や｢郡
ぐん

稲
とう

長
ちょう

｣といった職名や「軽
かる

部
べ

｣といった氏族名も記されています。この木簡は地名を
示す｢鎌

かま

倉
くら

郷
ごう

｣という文字が記載された最古の資料です。
　木簡は、奈良時代の地方行政を理解するには欠かす
ことができない資料として、平成13年2月13日に県重要
文化財に指定されました。

　高さのある台地
上の遺跡では木
製品のような有機
物は通常腐って残
りませんが、木簡
が出土した地点
は、地下の湧き
水の影響を受け
やすいところだっ
たため、このような貴重な資料が現在まで残りました。
　問生涯学習課☎70・5637
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 もっ   かん

宮久保遺跡出土の木簡

問基地対策課☎70・5604

29・30年度騒音測定状況など

H30：100デシベル以上測定回数（件） ● 測定回数（回）
H29：100デシベル以上測定回数（件） 測定回数（回）■

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 １月
（～10日） 計

H29苦情 77 173 13 8 70 386 9 15 31 7 789（件）
H30苦情 18 33 12 9 5 14 36 34 26 3 190（件）
H29空母
滞在状況 111（日）

H30空母
滞在状況 109（日）
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　企業の垣根を超えた、若手社員同士のネットワーク
構築することを目的とした、あやせ工場合同入社式を
行います。社会人として必要な基本行動やビジネスマ
ナー、夢をもって働くことの大切さを学べる研修も併
せて実施します。研修は5日間と1泊のフォローアップ
研修を予定しています。
　時4月8日（月）14時～17時（入社式）場市役所314会議
室対市内中小企業（製造業）におおむね3年以内に入社
した新入正社員（職種、年齢、性別は不問）定合同入社
式80人、研修50人（いずれも申込順）費フォローアップ
研修のみ実費負担（宿泊・飲食費）申工業振興企業誘
致課にある申込用紙（市ホームページからダウンロー
ド可）に記入し、3月22日までに同課 MAILwm.705661@
city.ayase.kanagawa.jp、 FAX 70・5703か直接
　問同課☎70・5661

made  in  ayase・あやせ工場プロジェクト

あやせの未来を担う頼も
しい社員の皆さん。さまざ
まな分野の交流も深まっ
ています。


